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研究成果の概要（和文）：本研究では十九世紀末から二十世紀初頭にかけて、近代糖業(主に砂糖きび生産)が太
平洋地域の島嶼植民地にどのように伝播し、現地社会において受容されたかについて検討した。「トランス・プ
ランテーション(移植)」という概念から、近代糖業をめぐる移動性・植民地性を米帝国支配下ハワイと日本帝国
下の台湾と南洋を事例から考察した。それにより、日米帝国の領域を超えた日本人の移動が植民地台湾・南洋の
近代糖業の成立に大きく関わってきたことがわかった。また、糖業プランテーション制度に着目した際には、移
植先での先住民・先住者と植民者の関係、土地配分や基幹産業状況が、制度の定着に大きな影響を与えたことが
明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This research project examined the ways and processes of how modern sugar 
manufacturing industry transplanted and the plantation system adopted in the insular colonies in the
 Asia Pacific before WWII. By introducing the idea of "transplantation," this project examined 
trans-border movements that introduced sugar manufacturing skills and knowledge to the colonies and 
the plantation system that promoted the colonisation of these areas by looking at the modernisation 
of sugar. This project revealed that the movements of Japanese people who migrated beyond between 
America's Hawai'i, Japan's Taiwan and Nan'yo played an essential role in the modernisation of the 
sugar industry. When focusing on the process of introducing the plantation system, however it was 
observed that the relationship between colonial settlers and previous settlers/aboriginals, land 
distribution, and economic activities before the colonisation were essential factors in deciding the
 establishment of the system.  

研究分野： 歴史学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義の１点めは、これまでの一帝国一植民地の枠組みで検討されてきた近代糖業史を、グロ
ーバル・ヒストリーの視点を援用することで、米帝国下のハワイと日本帝国下の台湾・南洋間という複数帝国の
植民地間のネットワークを実証的に明らかにできたことである。２点めは、それらのネットワークのみならず、
糖業島嶼地域間のパワーダイナミクスが明らかになり、帝国－植民地間の支配構造とは異なるアジア太平洋地域
の力学地図の一片が解明されたことである。社会的意義としては、現在のアジア太平洋地域をめぐるポストコロ
ニアリズム・グローバリズムの問題に歴史学的アプローチと視点を提供できることだと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究においては、以下の三分野（日本帝国をめぐる移動史、商品作物のグローバル・ヒストリ
ー、環太平洋地域の植民地研究）の先行研究を念頭において、プロジェクトを始めた。 
①日本帝国をめぐる移動に関する歴史学的研究 
 蘭（分担者）をはじめ、日本帝国をめぐる人の移動（植民・移民、強制連行、引揚げ等）に関
する研究は日本帝国史の領域でも盛んに行われてきたが、その移動は日本帝国勢力圏内（本国⇔
植民地）で完結する傾向にあり、太平洋上を視野にいれた広域の移動についての考察は希薄であ
った。しかし、最近、東（海外研究協力者）による元北米移民の満州での近代的農業技術の導入
や飯島（研究代表者）の元ハワイ移民による台湾でのコーヒー農園開発の研究事例が示すように、
太平洋地域に勢力を伸ばしていた異なる帝国を跨ぐ日本人の移動が解明されてきた。よって、本
企画では、従来の本国－植民地間移動に加え、帝国間移動やディアスポラ的移動に着目し研究を
進める。 
 
②商品作物をめぐるグローバル・ヒストリー 

一国史に対する批判的眼差しから始まったグローバル・ヒストリーは、国民国家を超えた連関
性や移動性に注目し研究を行ってきた。そこでは、人ばかりではなく、国境を超えるモノや事象
も研究対象とし、本研究が取り上げる商品作物（砂糖）もその一つといえる。しかし、商品作物
をめぐるグローバル・ヒストリーの多くは、ミンツ著『甘さと権力』をはじめ西欧帝国による植
民地支配、資本主義経済の形成の考察に重点を置き、アジアや環太平洋を周辺地域として扱って
きた。一方、日本帝国史においては、近年、台湾を中心に茶、砂糖、樟脳等の商品作物の経済史
的考察が活発になされているが、国際市場への参入や流通ネットワークの解明が主であり、商品
作物となった産地の植民地の経験に関する考察は少ない。よって、本研究は、環太平洋地域にお
ける商品作物をめぐる一連の移動の帰結としての植民地支配を、被支配者となった栽培者（先住
民と移住者）の経験から描き出すことを目的の一つとする。 
 
③環太平洋地域の島嶼植民地に関する研究 
 太平洋の島嶼地域の多くは、19 世紀半ば以降、複数帝国による支配や移民流入を経験してき
た。例えば、サイパン（南洋群島）は日本帝国委任統治領になる前に、スペイン帝国、ドイツ帝
国による支配の歴史を有する。また、ハワイは米国編入以前から欧米帝国・アジア帝国から移民
を誘致しており、このような背景は複数帝国の影響を受けてきたことを示唆する。本研究では、
これまで一帝国の植民地として理解されてきた島嶼地域を複数帝国が折り重なる場として認識
することで、一帝国の枠組みを超えたグローバル・ヒストリーの構築をめざすとともに帝国支配
の重層性を理解するための分析材料としての島嶼植民地の重要性について検討する。 
 
２．研究の目的 
以上の先行研究から、本研究プロジェクトでは、以下の三点を解明することを目的とした。 
①移動の多方向性と多様性 
 日本帝国植民地における商品作物の伝播に注目した場合、その経路や伝播に関わった日本人
の背景は多様であり、それらが複雑に絡み合って植民地に到達したと考えられる。台湾を例にと
っても、(A)植民地支配の中枢を担った官僚・技術者による本国から植民地への帝国内移動、(B)
生産方式や資本の移動に関わった大企業・商人による欧米帝国勢力圏から日本帝国勢力圏への
帝国間移動、(C)欧米植民地での栽培経験を持って日本帝国勢力圏内外を縦横無尽に移動した移
民農業者のディアスポラ的移動が挙げられる。これらを史料分析から明らかにし、これまで境界
を超えること自体（「トランス」）を強調してきた移動に対する理解を複雑化するとともに、移動
した日本人の階級・背景・目的の多様性を浮き彫りにする。 
 
②移動がもたらした複数帝国による影響 
 次に、同時期に発生した上記の移動が植民地に辿り着いた先での影響について解明する。例え
ば、台湾の砂糖栽培は、蘭領ジャワでの留学経験を持つ田代安定が熱帯気候を生かした「殖産事
業」を提案したことにより、その試験的栽培が始まった。その後、米領ハワイの日本人移民事業
に深く関わり、同地の糖業にも詳しかった三井物産が商業的生産に着手した。さらに、生産拡大
の過程で、台湾総督府は英領・蘭領植民地の糖業に関する研究を詳細に行った。このように、島
嶼植民地では多くの場合、複数の帝国から栽培技術・生産方法を学び合い、活用することで植民
地経済の独立を図った。よって、本研究では商品作物を研究対象とすることで、島嶼植民地に対
する複数帝国の重層的影響を明らかにする。 
 
③島嶼地域における植民地経験 
 複数帝国を経由してきた農園式栽培方法や機械生産技術の導入は、先住民所有地の接収・分割
や人種に基づく階級の創出など、帝国的支配の構造を経済活動のみならず地元社会にも浸透さ
せた。しかし、ストーラー（『プランテーションの社会史』）が論じるように、被支配者（＝栽培
者）たちは従属するのではなく、帝国的抑圧に対して様々な反応（受容、協調、抵抗、逸脱）を
見せた。実際、中西（協力者）は、日本統治下の台湾先住民が清帝国のネットワークを活用しな
がら商業を展開したことを指摘している。よって、複数帝国による島嶼地域の支配の歴史的背景



を念頭に置きながら、被支配者の植民地経験を史料分析と現地調査から明らかにする。 
 
３．研究の方法 
①平成 28 年度は島嶼植民地（台湾、沖縄、南洋群島、台湾、ジャワ、小笠原）における商品作
物栽培・生産に関わる史料収集・分析を行い、各植民地との連関性を明らかにする。また、考察
結果を先行研究（グローバル・ヒストリー、帝国・植民地研究、島嶼史研究）の中で位置づける。 
 
②平成 29 年度は、各研究メンバーが現地調査を行い、島嶼植民地における商品作物の栽培者（先
住民、移住者）の植民地経験を検討する。 
 
③最終年度となる平成 30 年度は、研究成果のまとめとして国際シンポジウム（上智大学）を企
画し、その後、各自の発表に基づいたワーキングペーパーを日本語と英語で作成する。翌年度は、
ワーキングペーパーを発展させ、学術雑誌 Historische Anthropologie（ドイツ）の特集号として
各メンバーの研究成果の出版を目指す。 
 
４．研究成果 
本研究では十九世紀末から二十世紀初頭にかけて、近代糖業(主に砂糖きび生産)を事例として、
人・植物・技術（経験知）・栽培システム（プランテーション）が、太平洋地域の島嶼植民地に
どのように伝播し、現地社会において受容されたかについて検討した。以下、その成果の要点を
四点にまとめる。 
 
①「トランス・プランテーション(移植)」の概念化 
 上記２．研究の目的を達成するために、本研究では①～③の要素を含めて議論できるような概
念について検討を重ね、「トランス・プランテーション(移植)」という概念にたどり着いた。本
研究では、「トランス・プランテーション(移植)」は複数の意味合いを持つ概念として定義した。
具体的には、（１）プランテーション型栽培システム、もしくはそのアイディアを移動させた人々
（日本人）の越境性、（２）移動・越境したプランテーション型栽培システムの内容（変容、適
応、拒否）、（３）（１）、（２）の移動経路とプロセスである。つまり、移動の主体・経路・プロ
セスと移動前後の社会・経済状況を議論するツールとして、トランス・プランテーションを使用
するとした。 
 
②移動の多方向性と多様性 
 まず、トランス・プランテーションの定義（１）（２）の点にあたっては、米帝国支配下のハ
ワイと日本帝国下の台湾と南洋群島間の人・技術・システムの移動を明らかした。それにより、
日米帝国の領域を超えた日本人の移動が植民地台湾・南洋の近代糖業の成立に大きく関わって
きたことが明らかになった。先行研究が一帝国一植民地の枠組みで検討されてきた近代糖業史
を、トランス・プランテーションの概念を活用することで、ハワイ、台湾、南洋群島という二つ
帝国の複数植民地間のネットワークが実証された。また、ハワイから日本帝国植民地に移動した
日本人は、実業家、労働者、元留学生、技術者など多岐に渡る背景を持つ移動者であり、それぞ
れのネットワークが補完し合うことで日本植民地における近代糖業の成立が可能となったこと
がわかり、今後ジャワを含めたアジアにおける近代糖業地域と日本帝国との関連性の検討にも
応用できると考える。 
 
③島嶼地域におけるプランテーションの定着・変容 
 トランス・プランテーションの定義（３）に関しては、移植先での先住民・先住者と植民者の
関係、土地配分や基幹産業状況が、プランテーション・システムの定着に大きな影響を与えたこ
とが明らかとなった。具体的には、日本統治前から在住していた地元住民や先住民が農業を行な
っていた台湾ではプランーテーション・システムが定着せず、一方で、南洋興発が広大な土地を
所有していた南洋群島では日本人（沖縄出身者含む）の小作人を主な労働力としたプランテーシ
ョン（大農園）・システムが導入された。このことは、日本帝国下の植民地支配における実態の
多様性を示唆するとともに、近代糖業＝プランテーション・システムという先行研究の理解に一
石を投じる成果だといえる。 
 
④アジア太平洋地域の力学地図 
 日本統治下の台湾や南洋よりも 20―30 年ほど早く糖業の近代化が始まったハワイでは、日本
人移民（サトウキビ栽培経験者・技術者・実業家）が台湾での糖業設立にあたり、同地へ移動し
ていたことが史料調査からわかった。また、このような近代糖業をめぐる人流は、ハワイにおい
て、台湾が近代化されてない未熟な「子ども」のような存在であるという認識を作り出した。つ
まり、一帝国における植民地間の支配構造とは異なる、糖業の近代化を指標としたアジア太平洋
地域の力学が生成されたといえる。これにより、帝国・植民地という枠組みのみでは理解できな
い、アジア太平洋地域内の複雑なパワーダイナミックスの一部と浮き彫りとなった。 
 
以上の研究成果は当初の目標通り Historische Anthropologie の特集号（2019 年）として英語で



出版された。それに加え、2020 年度には日本農業史年次大会でのジンポジウム（7 月 18 日、京
都大学）、同学会誌『農業史』でも研究成果が発表される予定である。 
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